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下仁田町職員採用資格統一試験を実施します

第６３回『社会を明るくする運動』について

申し込み・問い合わせ先　下仁田町役場　総務課　秘書人事係　�８２-２１１１（内線５０１）

問い合わせ先　健康課　福祉係（内線３２６）

受付場所・問い合わせ　　富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合消防本部総務課　q６２‐４３２６

　町職員採用試験は、群馬県町村会に委託して実施する第１次試験（資格統一試験）と、町で実施する第２次試
験です。受験希望者は、試験申込用紙を下仁田町役場総務課から取り寄せ、受験の申し込みをしてください。
受験資格　昭和６３年４月２日以降に生まれた者で学校教育法による高等学校以上を卒業した者、又は平成２６
　　　　　年３月卒業（高等学校）見込みの者
受験方法　第１次試験　高等学校卒業程度の教養試験
　　　　　第２次試験　口述試験、作文試験、身体検査
試 験 日　第１次試験　１９月２２日（日）
　　　　　第２次試験　１１月上旬予定
採用人員　若干名　　

※合格者は、採用候補者名簿に登載され、
職員に不足が生じた場合に採用されます。

申込用紙交付期間　７月１日（月）～
受付期間　７月１６日（火）～８月１５日（木）まで　　

【※８：３０～１７：００土・日曜日及び祝日を除く】

富岡甘楽広域消防職員募集 富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合消防職員を募集します。
　富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合では次のとおり消防職員を募集します。
募集種別・人員　消防職員　若干人
採用資格・年齢（平成２６年４月１日現在）
●大学卒［大学院含む］　（卒業見込み含む）
　昭和６２年４月２日～平成４年４月１日までに生まれた方（満２２歳以上２７歳未満）
●短大卒（卒業見込み含む）　
　昭和６２年４月２日～平成６年４月１日までに生まれた方（満２０歳以上２７歳未満）
●高校卒（卒業見込み含む）　
　昭和６２年４月２日～平成８年４月１日までに生まれた方（満１８歳以上２７歳未満）
視力　矯正視力を含み、両眼で０.７以上かつ一眼でそれぞれ０.３以上であること。
　　　赤色、青色及び黄色の識別ができること。
※採用された場合、富岡市・下仁田町・南牧村及び甘楽町のいずれかに居住できる人。
※日本国籍を有しない人及び、地方公務員法第１６条の欠格条項に該当する人は受験できません。
受付期間　平成２５年７月２２日（月）～平成２５年８月２日（金）午前８時３０分から午後５時１５分まで消防本部で受
　　　　　　け付けます。土曜日・日曜日は受付けません。
申込用紙交付　平成２５年７月２日（火）から広域消防本部及び関係市町村役場で行います。
試験日及び試験場所　
【第１次試験日】　９月２２日（日）富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合消防本部。

�～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～
�法務省主唱の『社会を明るくする運動』の強調月間が７月１日から一ヵ月間全国いっせいに展開されます。今年
で６３回目を迎えるこの運動は、すべての国民が犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生について理解を深
め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする全国的な運動です。
　今年の運動の重点事項は、「立ち直りを支える取組についての理解促進」、「就労・住居等の生活基盤づくりに
つながる取組の推進」とし、犯罪や非行のない明るい社会づくりにそれぞれの立場において御協力をお願いしま
す。
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則
と
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毎
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で
す
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国
民
年
金
に
は
、所
得
が
少
な
く
、保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、一
定
の
基

準
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
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が
あ
り
ま
す
。
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け

た
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間
や
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付
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と
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年
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受
け
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り
ま
す
。
）

○
申
請
免
除
制
度

　
本
人
、配
偶
者
及
び
世
帯
主
の
前
年
の
所
得
が
一
定
の
基
準
以
下
の
場
合
、申
請
し
て
承

認
を
受
け
る
と
保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一
部
が
免
除
さ
れ
ま
す
。一
部
免
除
に
は
、４
分
の
３

（
４
分
の
１
納
付
）、半
額（
半
額
納
付
）、４
分
の
１（
４
分
の
３
納
付)

が
あ
り
、所
得
に
応

じ
た
き
め
細
や
か
な
免
除
の
申
請
が
で
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
た
だ
し
、４
分
の
３
、半
額
ま
た
は
４
分
の
１
の
免
除
が
承
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、残
り
の

保
険
料
を
納
め
な
い
と
未
納
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

承
認
期
間
は
、平
成
２５
年
７
月
か
ら
平
成
２６
年
６
月
ま
で
で
す
。

○
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　
３０
歳
未
満
で
、世
帯
主
の
所
得
に
関
係
な
く
、本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
の
基
準

以
下
の
場
合
、申
請
し
承
認
を
受
け
る
と
、保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

承
認
期
間
は
、平
成
２５
年
７
月
か
ら
平
成
２６
年
６
月
ま
で
で
す
。

○
学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
本
人
の
所
得
が
一
定
の
基
準
以
下
の
場
合
、申
請
し
承
認
を
受
け
る
と
、学
生
期
間

中
の
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

承
認
期
間
は
、平
成
２５
年
４
月
か
ら
平
成
２６
年
３
月
ま
で
で
す
。

※
申
請
免
除
、若
年
者
納
付
猶
予
、学
生
納
付
特
例
の
各
制
度
は
と
も
に
、申
請
は
原
則
と

し
て
毎
年
必
要
で
す
。
た
だ
し
、全
額
免
除
及
び
若
年
者
納
付
猶
予
に
つ
い
て
は
、翌
年

度
以
降
分
も
あ
ら
か
じ
め
申
請（
継
続
申
請
）す
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
失
業
等
に
よ
る

理
由
を
除
く
）。

※
今
ま
で
全
額
免
除
ま
た
は
若
年
者
納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け
て
お
り
継
続
申
請
を
し
て

い
な
い
方
、一
部
免
除
の
承
認
を
受
け
て
い
た
方
は
、６
月
で
承
認
期
間
が
切
れ
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
免
除
等
を
希
望
す
る
場
合
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
忘
れ
ず
に
市
役
所
・

町
村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
係
へ
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
免
除
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

・
高
崎
年
金
事
務
所
　
国
民
年
金
課
（
q
０
２
７
・
３
２
２
・
７
７
３
１
）

７月の「保育園子育て応援事業」活動計画�
　「保育園子育て応援事業」は、在宅の３歳までの乳幼児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
�登録をされていない方は、事前に登録していただき、お誘い合わせてご参加ください。
�事業計画の対象児でなくても参加できます。

■問い合わせ先　　馬山保育園　８２－２３２３　　小坂保育園　８２－２１１６　

　　　　　　　　　青倉保育園　８２－２５４９　　下仁田町役場　健康課福祉係　（内線３２５）

準備する
もの

赤ちゃんマッサージ

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

講 師

馬山保育園

妊婦さんと３才児まで

リトミック講師　田中文華、蟻坂弘江
担当保育士　寒河江恵子

７/１８（木）

１０：００～１１：００

運動の出来る服装で
お出かけください。

リトミック

乳幼児の育て方及び
在園児との交流

青倉保育園

７/１６（火）

１０：００～１１：３０

妊婦さん～３才

赤ちゃんマッサージはバスタオルを
１枚用意してください。

動きやすい服装でご参加下さい。

参加ご希望の方は事前に
ご連絡ください。

赤ちゃんマッサージ

親子ふれあい遊び

小坂保育園

保育園ホール 保育園内保育園内

７/２０（土）

１６：００～

１才～５才

夏の夕方、親子で
納涼祭を楽しむ

荒船太鼓・盆踊り・花火
お店やさん・すいか割等

納涼祭

３才まで


